
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＦ映画のセット？ではありません。 

城山湖の水が施設点検のために抜かれて

いたのです。ここは城山発電所(神奈川県

企業庁)の施設で、夜間の余剰電力で下の

津久井湖から水を汲み上げ貯留し電力需

要が多い時間に放流して発電する揚水発

電所。神奈川県唯一とのこと。巨大な蓄

電池のようなものですね。12 月下旬まで。 

12 月の税務会計、社保労務 
 

・１０月決算法人の法人税、消費税等の確定申告と納付 

・固定資産税の第３期分の納付 

・給与所得者の年末調整 

・個人事業者の消費税等各種届け出期限 

【姿を変えて脚光を浴びる「ポケットベル」】 

１９９０年代に大流行したポケットベルが、姿を変えて脚光を浴びています。災害時

に避難情報を伝える防災無線の屋外拡声放送が聞こえにくいことから、ポケベル電波

の戸別受信機を導入する自治体が急増しています。ポケベル電波は文字を伝える無線

通信で、受信機は情報を音声で読み上げます。建物内に届きやすく受信力の高いポケ

ベル電波は、高額な屋外アンテナが不要で整備の費用も抑えられます。自然災害が相

次ぐ日本列島で住民の命を守るアイテムに変貌です。 

【
贈
与
税
や
相
続
税
が
一
切
か
か
ら
な
い
！
？
】 

 

中
小
企
業
の
経
営
者
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
円
滑
な
代
替

わ
り
を
促
す
た
め
１
０
年
間
の
特
例
措
置
と
し
て
「
事
業
承
継
税

制
」
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
現
行
制
度
で
は
非
上
場
の
自
社
株
式

を
後
継
者
が
引
き
継
い
だ
際
に
発
生
す
る
贈
与
税
や
相
続
税
が
、

そ
の
後
継
者
や
相
続
人
に
は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
そ
の
問
題
を
解
決
し
、
で
き
る
だ
け
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
承

継
を
後
押
し
す
る
た
め
に
、
一
定
の
要
件
の
も
と
で
贈
与
税
や
相

続
税
の
納
税
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
、
２
０
１
８
年
度
の
税
制
改

正
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
中
で
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

は
２
つ
あ
り
ま
す
。 

１
つ
目
は
、
２
０
２
３
年
３
月
３
１
日
ま
で
に
「
特
例
承
継
計
画
」

を
都
道
府
県
庁
に
提
出
す
る
と
２
０
２
７
年
１
２
月
３
１
日
ま

で
に
限
り
、
自
社
株
式
の
贈
与
や
相
続
の
際
に
か
か
る
贈
与
税
と

相
続
税
が
一
切
か
か
ら
な
い
仕
組
み 

に
な
っ
た
こ
と
で
す
。 

２
つ
目
は
、
雇
用
の
要
件
が
実
質
的
に 

撤
廃
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
改
正
前
の
制 

度
で
は
納
税
を
猶
予
さ
れ
て
も
５
年
間 

平
均
で
雇
用
者
数
の
８
割
を
維
持
す
る 

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
猶
予
さ
れ
た
贈
与
税
と
相
続
税
の
全
額

を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
改

正
に
よ
り
実
質
的
に
こ
の
要
件
が
撤
廃
さ
れ
、
リ
ス
ク
が
大
幅
に

軽
減
さ
れ
た
の
で
す
。
わ
ず
か
１
０
年
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
で

す
が
、
中
小
企
業
の
経
営
者
に
と
っ
て
は
事
業
承
継
に
つ
い
て
考

え
る
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
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【「外れる」勇気】 

 

四季折々で表情を変える美しい自然の風景は、日本の魅力として

世界に広く知られています。けれどこの夏は、アフリカから来た

観光客に「日本のほうが暑い！」と言わせるほどの猛暑でした。

天候でも植物の生育でも生き物の生態でも「季節外れ」という言

葉が「異常」の代名詞にもなっている現代ですが、昔の日本には

季節外れを受け入れる風流がありました。 

例えば、俳句の季語では時節を過ぎて 

鳴く虫の音を「忘れ音」といいます。 

時節が過ぎ去ってから咲く花は「忘れ 

花」。返り咲きした花は「返り花」。春 

半ばの降りじまいの雪は「雪の果」「忘 

れ雪」「別れ雪」「涅槃雪（ねはんゆき）」

など情緒たっぷりに表現されます。歌人にとっての季節外れは異

常ではなく、風情や個性なのでしょう。 

「外れる」という言葉には「予測や期待と違う結果になる」「通常

の基準に合わなくなる」「一定の枠や基準を超える」という意味も

あります。「一億総中流社会」に象徴された昭和から「多様化」の

平成になり、多様化という言葉さえすでに古いと感じるくらい価

値観が枝分かれして複雑になりました。凝り固まった価値観やル

ールからの脱却を「さよなら、おっさん」と表現した広告が賛否

両論を呼んだのは記憶に新しいところ。「個」の時代がますます加

速していくと言われる今、外れること自体が価値を創造していく

ようにも感じます。しかし、長年商売をしていると、変化を求め

ながらも外れることを避けようとするのはよくあることです。 

口では「変わりたい」と言いながら、実は今に甘んじていたいと

いう気持ちは、ごく一般的な心理でしょう。それでも私たちは、

外れた事象を受け入れる遺伝子を受け継いでいます。しかも「激

動の昭和」と「多様性の平成」の両方を経験している世代は、故

（ふる）きを温（たず）ねて新しきを知るバランス感覚も持ち合

わせているのではないかと思います。人によっては３つの年号を

またいで商売をしていく人もいるでしょう。過去にとらわれず「外

れる」勇気を持って新しい時代に望みたいものですね。 

ア
メ
リ
カ
の
女
性
ソ
ウ

ル
歌
手
で
あ
る
ア
レ

サ
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の

言
葉
。
無
理
を
し
て
い

い
人
を
演
じ
る
と
本
当

の
自
分
を
見
失
う
こ
と

も
あ
る
。
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
を
伝
え
て
い
こ

う
。 

【１３・６７】 
------------------------------- 
香港を舞台にしたミステリーです。
タイトルのように２０１３年から
１９６７年まで時代をさかのぼる
構成で、伝説の警 
察官クワンの半生 
を描いています。 
アイドル殺害事件 
や爆弾テロなど、 
香港映画を見た気 
分になる手に汗を 
握る一冊です。 

今月の教えてキーワード：【ＥＳＧ投資】 

Environment（環境）・Social（社会）・Governance（企業統治）に配慮している企業を選別して投資すること。 

地球温暖化、生物多様性の保護、人権や地域貢献、法令遵守、情報開示などへの取り組みを重視する。 

企業の長期的な成長のためにはＥＳＧの観点が必要という概念が世界的に広まりつつあり、取り組みが不十

分とみなされれば資金を引き揚げる動きもある。東京五輪を前に世界の投資家は日本企業にも厳しい目を向

けている。 


